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一般質問

を
撤
去
し
、
新
設
フ
ェ
ン
ス
を
設
置

し
た
。
あ
か
し
あ
通
り
側
も
景
観
を

改
善
す
る
観
点
か
ら
同
じ
よ
う
な
整

備
工
事
を
施
工
で
き
る
よ
う
、
関
係

機
関
と
調
整
を
行
え
な
い
か
。

市
長
　
①
塗
装
に
よ
る
改
修
の
時
期

を
迎
え
て
い
る
が
、
歩
道
橋
近
く
に

横
断
歩
道
や
信
号
機
が
設
置
さ
れ
た

こ
と
な
ど
か
ら
利
用
す
る
人
が
少
な

く
な
り
、
周
囲
の
状
況
等
も
変
わ
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
撤
去
す
る
方
向

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

②
敷
地
周
囲
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀

に
つ
い
て
は
、
あ
か
し
あ
通
り
も
含

め
、
南
側
の
正
門
と
同
じ
構
造
で
の

整
備
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。

常
松
大
介
議
員
（
緑
ネ
）

①
老
朽

化
が
激
し
く
危
険
な
状
態
の
歩
道
橋

が
あ
る
と
聞
く
が
、
歩
道
橋
の
必
要

性
と
今
後
の
方
向
性
は
。

②
歩
道
橋
の
位
置
と
維
持
管
理
方

法
、
及
び
そ
の
費
用
は
。

③
撤
去
し
た
場
合
の
費
用
は
。

④
地
域
の
意
見
を
集
約
し
、
撤
去

や
再
構
築
等
が
で
き
な
い
か
。

市
長
　
①
市
で
管
理
す
る
歩
道
橋
は

5
か
所
あ
る
。
現
在
危
険
な
状
態
の

も
の
は
な
い
が
、
学
園
東
町
歩
道
橋

は
、
近
く
に
横
断
歩
道
や
信
号
機
が

あ
る
の
で
、
撤
去
す
る
方
向
で
検
討

し
た
い
。
残
り
の
4
か
所
は
、
通
学

路
等
に
利
用
さ
れ
、必
要
性
は
高
い
。

②
あ
か
し
あ
通
り
に
1
か
所
、
鉄

道
を
横
断
す
る
も
の
は
、
東
部
公
園

付
近
等
に
4
か
所
あ
る
。
維
持
管
理

は
外
灯
の
ラ
ン
プ
交
換
等
で
、
費
用

は
電
気
代
等
で
数
万
円
程
度
で
あ
る
。

③
4
百
万
円
程
度
見
込
ま
れ
る
。

④
撤
去
等
に
つ
い
て
は
、
利
用
状

況
等
を
地
域
の
人
々
に
説
明
し
て
意

見
を
聞
い
て
い
き
た
い
。

斉
藤
　
進
議
員
（
フ
ォ
）

①
一
橋

学
園
駅
北
口
に
は
、
歩
行
者
用
の
信

号
機
が
な
い
た
め
、
視
覚
障
害
者
に

と
っ
て
渡
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
で

あ
る
。
事
故
防
止
の
た
め
に
、
盲
人

用
も
含
め
た
歩
行
者
用
信
号
機
を
設

置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

②
踏
切
に
隣
接
し
た
市
役
所
西
通

り
等
も
狭
隘
で
あ
る
の
で
、
拡
幅
整

備
等
が
で
き
な
い
か
。

市
長
　
①
新
た
な
交
通
規
制
が
必
要

と
な
る
た
め
、
歩
行
者
用
信
号
機
の

設
置
は
極
め
て
困
難
と
考
え
る
。

②
一
橋
学
園
駅
北
口
周
辺
の
道
路

は
バ
ス
路
線
の
た
め
、
現
状
の
車
道

幅
員
を
狭
め
る
こ
と
は
困
難
で
、
歩

道
の
拡
幅
も
難
し
い
状
況
と
認
識
し

て
い
る
。

原
　
邦
彦
議
員
（
公
明
）

①
仲
町

付
近
の
交
通
事
故
発
生
状
況
は
。

②
交
差
点
に
カ
ラ
ー
舗
装
等
の
安

全
対
策
を
講
じ
る
考
え
は
な
い
か
。

③
歩
道
が
な
い
、
ま
た
は
片
側
し

か
歩
道
の
な
い
道
路
を
カ
ラ
ー
舗
装

で
区
分
し
、
歩
道
を
確
保
す
る
考
え

は
。④

適
所
に
事
故
防
止
の
た
め
の
看

板
等
を
設
置
で
き
な
い
か
。

⑤
小
平
高
校
通
り
に
つ
い
て
、
安

全
対
策
を
検
討
で
き
な
い
か
。

市
長
　
①
平
成
13
年
8
月
か
ら
今
年

の
8
月
ま
で
で
48
件
と
聞
い
て
い
る
。

②
信
号
機
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い

交
差
点
に
は
、
状
況
に
応
じ
て
カ
ラ

ー
舗
装
を
行
っ
て
い
る
。

③
カ
ラ
ー
舗
装
に
よ
り
安
全
性
が

改
善
さ
れ
る
見
通
し
の
あ
る
路
線
に

つ
い
て
は
、
設
置
を
検
討
し
た
い
。

④
看
板
の
統
廃
合
を
含
め
、
適
所

に
設
置
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
く
。

⑤
路
側
帯
及
び
カ
ラ
ー
舗
装
の
設

置
を
予
定
し
て
い
る
。

負
担
増
を
理
由
に
入
院
か
ら
在
宅
に

移
行
し
て
い
る
と
位
置
づ
け
る
こ
と

は
一
概
に
は
言
え
な
い
。
退
院
の
受

け
皿
と
し
て
は
、
在
宅
及
び
介
護
保

険
施
設
も
考
え
ら
れ
る
。

鴨
打
喜
久
男
議
員
（
政
和
）

①
民

生
委
員
の
活
動
を
ど
の
よ
う
に
評
価

し
、
感
謝
を
表
し
て
い
る
か
。

②
活
動
支
援
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

③
市
独
自
に
経
費
負
担
の
新
設
あ

る
い
は
増
額
が
で
き
な
い
か
。

市
長
　
①
社
会
奉
仕
の
精
神
で
、
行

政
と
地
域
を
結
ぶ
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
お
り
、
国
、
都
、
小
平
市
そ
れ

ぞ
れ
が
在
職
期
間
等
の
基
準
に
よ
り

表
彰
等
を
行
っ
て
い
る
。

②
都
、
市
で
は
、
経
験
件
数
に
応

じ
た
研
修
会
等
を
行
っ
て
い
る
。

③
研
修
の
旅
費
等
を
支
援
し
て
い

る
。
さ
ら
に
新
設
や
増
額
は
考
え
て

い
な
い
が
、
円
滑
な
活
動
が
で
き
る

よ
う
な
支
援
は
続
け
た
い
。

斎
藤
　
敦
議
員
（
フ
ォ
）

①
国
庫

負
担
引
き
下
げ
を
実
施
す
る
可
能
性

は
ど
の
程
度
と
考
え
る
か
。

②
予
算
組
み
に
も
大
き
な
影
響
が

出
る
が
、
ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
対
応
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
か
。

③
予
算
面
以
外
に
影
響
は
出
る
か
。

市
長
　
①
現
段
階
で
は
不
透
明
さ
も

あ
り
、今
後
の
動
向
に
留
意
し
た
い
。

②
改
革
案
が
年
内
に
は
決
定
す
る

と
聞
い
て
い
る
の
で
、
予
算
編
成
に

当
た
り
削
減
と
税
源
移
譲
の
成
り
行

き
を
注
視
し
、
予
算
編
成
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
遺
漏
の
な
い
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

③
申
請
の
抑
制
等
、
生
活
保
護
の

取
り
扱
い
に
影
響
が
出
る
と
は
考
え

て
い
な
い
。

斎
藤
　
敦
議
員
（
フ
ォ
）

①
入
院

費
の
動
向
に
つ
い
て
、
高
く
な
っ
て

い
る
事
実
は
あ
る
か
。

②
市
町
村
が
補
て
ん
施
策
を
考
え

る
の
は
無
理
が
あ
る
が
、
そ
う
い
う

と
き
の
対
応
策
、
ア
ド
バ
イ
ス
は
。

③
入
院
と
在
宅
の
連
動
に
つ
い
て

現
在
変
化
は
あ
る
か
。

市
長
　
①
平
成
14
年
度
の
医
療
制
度

改
正
時
に
、
全
国
的
に
高
齢
者
1
人

当
た
り
の
医
療
費
は
一
た
ん
減
少
し

た
が
、
そ
の
後
再
度
増
加
傾
向
に
あ

る
。
市
も
同
様
の
傾
向
に
あ
り
、
本

人
の
負
担
も
ふ
え
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。②

高
額
医
療
費
の
貸
し
付
け
や
社

会
福
祉
協
議
会
の
生
活
福
祉
資
金
の

制
度
活
用
等
を
案
内
し
て
い
る
。

③
長
期
入
院
高
齢
者
か
ら
費
用
を

徴
収
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
平
成
14
年
度
以
降
、

入
院
件
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、

体
と
の
連
携
で
職
場
開
拓
を
行
う
な

ど
、
障
害
者
雇
用
の
増
進
に
寄
与
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

⑤
手
紙
等
の
一
般
活
字
を
朗
読
・

点
訳
す
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

市
長
　
①
経
済
情
勢
等
を
総
合
的
に

検
討
し
て
い
る
。
事
業
内
容
は
職
業

相
談
、
職
場
開
拓
等
で
あ
る
。

②
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
要
望
等
を

確
認
し
て
い
る
の
で
、
調
査
を
詳
細

に
行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

③
困
難
な
面
が
あ
る
と
考
え
る
。

④
セ
ン
タ
ー
設
置
に
合
わ
せ
て
関

係
機
関
に
よ
る
就
労
支
援
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
整
備
も
必
要
だ
と
考
え
る
。

⑤
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）

①
東
小

川
橋
に
お
け
る
通
学
時
の
歩
行
者
と

車
両
通
行
の
実
態
は
。

②
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
跡
地
に
建
設
さ

れ
る
公
園
北
側
の
出
入
り
口
か
ら
、

十
二
小
な
ど
に
通
学
す
る
子
ど
も
を

守
る
た
め
、
東
小
川
橋
西
側
に
横
断

歩
道
を
設
置
で
き
な
い
か
。

③
西
側
に
設
置
で
き
な
い
場
合
の

交
通
安
全
対
策
は
ど
う
か
。

市
長
　
①
立
川
通
り
の
抜
け
道
に
な

っ
て
お
り
、
十
二
小
通
り
か
ら
東
小

川
橋
を
利
用
し
、
立
川
方
面
へ
通
行

す
る
車
両
は
多
い
と
認
識
し
て
い
る
。

②
横
断
歩
道
の
必
要
性
を
感
じ
て

お
り
、
警
察
署
に
要
望
し
た
い
。

③
各
種
講
習
会
等
を
通
じ
て
広
報

活
動
と
、
学
校
を
通
じ
て
安
全
な
通

学
路
の
指
導
を
行
い
た
い
。

斉
藤
一
夫
議
員
（
政
和
）

①
学
園

東
小
東
交
差
点
の
歩
道
橋
は
、
塗
装

が
古
く
さ
び
が
見
受
け
ら
れ
る
。
市

の
対
応
策
が
必
要
か
と
思
わ
れ
る
が

ど
う
か
。

②
関
東
管
区
警
察
学
校
の
南
側
正

面
付
近
で
は
既
設
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀

原
　
邦
彦
議
員
（
公
明
）

①
小
平

市
に
お
け
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
考
え
方
は
。

②
心
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
考
え
方
を
職
員
全
体
に
取
り
入
れ
、

事
業
に
生
か
す
こ
と
で
、
だ
れ
も
が

安
心
で
き
、
喜
ば
れ
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
行
え
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長
　
①
高
齢
者
や
障
害
者
の
た
め

に
特
別
な
サ
ー
ビ
ス
等
を
提
供
す
る

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
考
え
か
ら
一
歩
進

ん
で
、
す
べ
て
の
人
た
ち
が
利
用
し

や
す
い
、
住
み
や
す
い
環
境
を
つ
く

り
出
そ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

②
職
員
全
体
に
考
え
方
を
取
り
入

れ
る
こ
と
は
、
大
切
な
こ
と
と
認
識

し
て
い
る
。
今
後
も
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
な
ど
も
含
め
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
た
い
。

佐
藤
　
充
議
員
（
共
産
）

①
7
月

に
出
さ
れ
た
社
会
保
障
審
議
会
の
介

護
保
険
制
度
見
直
し
に
関
す
る
意
見

を
ど
う
受
け
と
め
て
い
る
か
。

②
介
護
保
険
と
支
援
費
と
の
統
合

に
対
し
て
の
市
の
立
場
は
。

③
見
直
し
具
体
化
へ
の
検
討
会
議
、

介
護
保
険
の
運
営
協
議
会
を
ス
タ
ー

ト
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

④
小
規
模
・
多
機
能
型
サ
ー
ビ
ス

の
必
要
性
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

⑤
介
護
予
防
に
つ
い
て
、
今
後
ど

の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る
か
。

市
長
　
①
国
の
動
向
を
見
き
わ
め
な

が
ら
、
十
分
な
検
討
を
行
い
た
い
。

②
社
会
的
基
盤
の
整
備
等
が
さ
れ

た
上
で
、
統
合
す
べ
き
と
考
え
る
。

③
第
3
期
事
業
計
画
策
定
に
お
い

て
、
公
募
委
員
等
を
交
え
た
検
討
委

員
会
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

④
在
宅
生
活
を
望
む
高
齢
者
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
必

要
性
は
高
い
と
評
価
し
て
い
る
。

⑤
都
の
介
護
予
防
推
進
モ
デ
ル
地

区
の
実
施
結
果
等
を
参
考
に
、
市
と

し
て
の
対
応
を
検
討
し
た
い
。

斉
藤
　
進
議
員
（
フ
ォ
）

①
平
成

19
年
度
ま
で
に
設
置
す
る
就
労
支
援

セ
ン
タ
ー
の
進
捗
状
況
は
。
事
業
内

容
に
職
場
開
拓
な
ど
を
含
む
か
。

②
新
た
に
就
労
・
就
職
に
か
か
わ

る
当
事
者
や
親
の
要
望
・
意
向
調
査

を
詳
細
に
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

③
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
ジ
ョ
ブ

コ
ー
チ
を
伴
う
就
労
支
援
が
可
能
か
。

④
積
極
的
な
職
場
訓
練
と
、
各
団

華
表
　
暁
議
員
（
共
産
）

①
駐
車

場
の
利
用
率
は
。

②
主
催
者
団
体
に
発
行
す
る
駐
車

券
の
利
用
率
と
、
当
日
使
用
さ
れ
て

い
な
い
駐
車
券
の
扱
い
は
。

③
駐
車
場
や
交
通
手
段
に
つ
い
て
、

市
民
か
ら
ど
ん
な
要
望
が
あ
る
か
。

④
駐
車
場
の
有
効
活
用
を
図
る
た

め
の
考
え
は
。

市
長

①
平
成
15
年
度
の
利
用
率
は
、

地
下
駐
車
場
が
、平
均
99
・
8
％
で
、

西
側
駐
車
場
は
、平
均
89
％
で
あ
る
。

②
地
下
駐
車
場
が
、
平
均
82
・
4

％
で
、
西
側
駐
車
場
は
、
49
・
9
％

で
あ
る
。
当
日
使
用
さ
れ
な
い
駐
車

券
は
、
ほ
と
ん
ど
返
却
さ
れ
な
い
。

③
駐
車
場
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
、

駅
か
ら
大
変
近
く
便
利
で
使
い
や
す

い
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

④
駐
車
場
を
入
館
者
へ
開
放
す
る

の
は
、
困
難
と
考
え
る
。

木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）

①
校

庭
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
畑
な
ど
の
砂
じ

ん
対
策
の
現
状
は
。

②
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
砂
じ

ん
に
よ
る
健
康
被
害
の
現
状
を
認
識

し
て
い
る
か
。

③
公
共
施
設
や
小
・
中
学
校
な
ど

の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置
状
況
は
。

④
休
耕
畑
の
砂
じ
ん
対
策
の
現
状

等
は
。

教
育
長
　
①
乾
燥
時
期
等
に
は
、
今

後
も
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
等
に
よ
り
散

水
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

②
詳
細
は
把
握
し
て
い
な
い
。

③
萩
山
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
の
3

か
所
と
、
小
学
校
6
校
に
設
置
し
て

お
り
、
そ
れ
以
外
の
小
・
中
学
校
に

は
散
水
栓
設
備
を
完
備
し
て
い
る
。

市
長
　
④
茶
の
木
や
生
垣
な
ど
に
よ

り
対
策
を
と
っ
て
い
る
。

ル
ネ
こ
だ
い
ら
の
駐
車
場
の

あ
き
を
な
く
し
て
有
効
活
用
を

東
小
川
橋

（
上
水
新
町
一
丁
目
）

▼
年
金
生
活
者
が
医
療
費
よ
り
入
院

費
に
悩
ん
だ
と
き
ど
う
す
る
か

民
生
委
員
活
動
に
よ
り
よ
い

支

援

の

拡

大

を

再
び
、
小
平
市
に
お
け
る

積
極
的
な
障
が
い
者
就
労
支
援
を

介
護
保
険
の
現
状
と

来
年
度
改
正
に
向
け
て

い
ろ
う

東

小

川

橋

西

側

に

横
断
歩
道
の
設
置
を

学園東町歩道橋（あかしあ通り）

あ
か
し
あ
通
り
の
景
観

市
内
歩
道
橋
の
維
持
管
理
及
び

そ

の

必

要

性

一
橋
学
園
駅
北
口
に
、
盲
人
用
も

含
め
た
歩
行
者
用
信
号
の
設
置
を

緑

川

通

り

の

交

通

安

全

対

策

生
活
保
護
の
財
源
見
直
し
に
よ
る

市
財
政
へ
の
悪
影
響

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に

基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
を

中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど

市
内
の
砂
じ
ん
対
策

立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）

①
プ
ー

ル
の
利
用
実
態
は
ど
う
か
。

②
介
護
予
防
の
観
点
か
ら
、
高
齢

者
の
水
泳
指
導
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

高
齢
者
の
利
用
を
さ
ら
に
促
進
す
る

た
め
の
事
業
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

③
プ
ー
ル
熱
対
策
、
塩
素
量
の
投

入
推
移
等
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
。

④
立
川
市
が
導
入
し
た
新
た
な
消

毒
・
殺
菌
シ
ス
テ
ム
を
ど
う
評
価
す

る
か
。
導
入
の
問
題
点
は
あ
る
か
。

教
育
長
　
①
平
成
15
年
度
の
利
用
実

態
は
、
大
人
7
万
9
千
6
百
34
人
、

子
ど
も
1
万
7
千
88
人
で
あ
る
。

②
高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目
的
に
、

シ
ル
バ
ー
長
期
教
室
を
週
2
回
開
催

し
て
い
る
。
参
加
者
が
多
数
い
る
た

め
、引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
た
い
。

③
プ
ー
ル
熱
対
策
と
し
て
、
目
や

手
を
よ
く
洗
う
等
の
お
願
い
を
し
て

い
る
。
塩
素
量
の
投
入
推
移
に
つ
い

て
は
機
械
に
よ
り
濃
度
を
管
理
し
、

衛
生
面
の
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

④
塩
素
の
に
お
い
を
ほ
と
ん
ど
感

じ
な
い
等
、
好
評
の
よ
う
で
あ
る
。

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
今
後
研
究
す
る
。

子
ど
も
や
高
齢
者
に
優
し
い
、

市
民
総
合
体
育
館
プ
ー
ル
に
改
善
を

水泳教室（市民総合体育館プール）

き
ょ
う
あ
い




